
　

市
で
は
、
毎
年
9
月
に
長
寿
の
お

祝
い
と
し
て
敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

　

平
均
寿
命
が
男
女
と
も
に
80
歳
を

超
え
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
果
的
に

活
用
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
77
歳
の

方
に
7
千
円
、88
歳
の
方
に
1
万
円
、

99
歳
以
上
の
方
に
1
万
5
千
円
を
贈

呈
し
て
い
た
敬
老
祝
金
の
対
象
と
額

を
見
直
し
、
今
年
度
か
ら
88
歳
の
方

に
1
万
円
、
１
０
０
歳
の
方
に
3
万

円
を
贈
呈
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

該
当
さ
れ
る
88
歳
の
方
に
は
、
お

住
ま
い
の
地
区
を
担
当
す
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
、
１
０
０
歳
の
方

に
は
市
職
員
が
訪
問
し
、
9
月
中
に

お
届
け
し
ま
す
。

　

こ
の
見
直
し
に
よ
り
捻
出
さ
れ
た

貴
重
な
財
源
は
、
今
年
4
月
か
ら
始

ま
っ
た
「
高
齢
者
み
ま
も
り
訪
問

サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
続

け
る
た
め
の
事
業
に
役
立
て
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
今
年
度
対
象
と
な
る
方
】

　

令
和
元
年
9
月
1
日
現
在
、
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
1
年
以
上
記
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方

〇�

88
歳
の
方
（
昭
和
6
年
4
月
1
日

～
昭
和
7
年
3
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
）
…
1
万
円

〇�

１
０
０
歳
の
方
（
大
正
8
年
4
月

1
日
～
大
正
9
年
3
月
31
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）
…
3
万
円

■
高
齢
者
み
ま
も
り
訪
問
サ
ー
ビ
ス
と
は

　

75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

敬
老
祝
い
金
の
対
象
年
齢
を
変
更
し
ま
し
た

問 

伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
４
３
０
１
）

お知らせ

者
お
よ
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

に
、
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
日
本

郵
便
㈱
の
社
員
な
ど
が
、
毎
月
1
回

訪
問
し
て
見
守
り
を
行
い
、
訪
問
し

た
様
子
を
ご
家
族
な
ど
に
連
絡
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
（「
ふ
れ
あ
い
定
期

便
事
業
」
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
）。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
介
護
福
祉
課
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

問 

谷
和
原
庁
舎
開
発
指
導
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
４
０
１
）

手続き・申請

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
無
料
で
派
遣

　

広
報
つ
く
ば
み
ら
い
６
月
号
に
も

掲
載
し
た
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

派
遣
事
業
」
の
申
し
込
み
期
間
を
延

長
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
応
募

要
件
を
ご
確
認
の
上
、
必
要
書
類
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
耐
震
診
断
士
派
遣
の
応
募
要
件

①
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
、
昭
和

　

56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
確
認

　

を
受
け
、
建
築
さ
れ
た
住
宅

②
２
階
建
て
以
下
の
住
宅
で
、
延
べ

　

床
面
積
が
30
平
方
㍍
以
上
。
店
舗

　

な
ど
の
併
用
住
宅
は
、
建
物
全
体

　

の
２
分
の
１
以
上
が
住
宅
と
し
て

　

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

③
過
去
に
こ
の
制
度
の
耐
震
診
断
を

　

受
け
て
い
な
い
こ
と

④
所
有
者
は
、
市
に
住
民
登
録
が
あ

　

り
、
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な

　

い
こ
と

▼
申
し
込
み
方
法
＝
「
申
請
書
」
に
、

　

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、

　

対
象
住
宅
の
建
築
年
度
と
所
有
者

　

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

　

を
添
え
て
、
開
発
指
導
課
ま
で
直

　

接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
限
＝
９
月
30
日
㈪

※
診
断
の
実
施
は
11
月
以
降
を
予
定
。

問 
伊
奈
庁
舎
防
災
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
５
０
６
）

お知らせ

市
消
防
団
第
５
分
団
に
新
ポ
ン
プ
車

　

市
消
防
団
第
５
分
団
の
「
消
防
ポ

ン
プ
車
」
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
ポ
ン
プ

車
の
老
朽
化
に
伴
い
新
型
消
防
ポ
ン

プ
車
を
導
入
し
た
も
の
で
、
７
月
７

日
に
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
消
防
団
は
、
火
災
な
ど
の
災
害

に
備
え
、
市
内
各
地
区
に
全
部
で
11

個
分
団
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
本
業
を
持
ち
な
が

ら
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ

き
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た

め
、
消
防
・
防
災
に
関
す
る
知
識
を

習
得
し
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
消

火
活
動
、
地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
警
戒

巡
視
、
避
難
誘
導
、
災
害
防
御
活
動

な
ど
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
に
お
い
て
も
、
訓

練
の
ほ
か
、
火
災
予
防
、
広
報
活
動

な
ど
に
従
事
し
、
地
域
に
お
け
る
消

防
力
・
防
災
力
の
向
上
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

新消防ポンプ車と消防団第５分団の皆さん

上
下
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

問 

谷
和
原
庁
舎
上
下
水
道
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
３
１
１
）

お知らせ

　

10
月
1
日
㈫
か
ら
の
消
費
税
率

（
国
・
地
方
）
の
変
更
に
伴
い
、
上

下
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
。

　

現
在
、
上
下
水
道
料
金
は
消
費
税

率
8
㌫
の
税
込
み
で
使
用
者
の
皆
さ

ま
か
ら
消
費
税
を
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
。
10
月
1
日
㈫
か
ら
消
費
税
率

が
10
㌫
へ
変
更
に
な
る
こ
と
に
伴

い
、
同
日
よ
り
上
下
水
道
料
金
を
消

費
税
率
10
㌫
の
税
込
額
に
改
正
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
使
用
者
の
皆

さ
ま
に
は
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
経

過
措
置
が
あ
り
、
9
月
30
日
㈪
以
前

か
ら
水
道
ま
た
は
下
水
道
を
継
続
し

て
使
用
し
て
い
る
方
に
対
し
て
は
、

10
月
使
用
分
（
12
月
請
求
分
）
ま
で

8
㌫
の
消
費
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
給
水
装
置
の
新
設
な
ど
に
伴
う
水

道
加
入
分
担
金
に
つ
い
て
も
、
消
費

税
率
の
変
更
に
伴
い
、
10
月
1
日
㈫

の
申
請
分
か
ら
10
㌫
の
税
込
額
へ
の

変
更
と
な
り
ま
す
。

11 －次号は令和元年９月25日（水）配布開始－


